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発達障がい児向け�

プログラミング教室�
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はじめに�

本日はご参加いただき、ありがとうございます。�

�

今年、産官学17団体で発足した「ぐんまプログラミング教育推進協議会」では、�

発達障がいのある（またはグレーゾーンの）小〜中学生のお子さんを対象としたプログラミング教室
を開催する運びとなりました。�

本事業は総務省の「地域における IoT の学び推進事業」地域実証事業に採択され、実施しています。�

�

本日は、マサチューセッツ工科大学メディアラボが開発したこども向けプログラミング言語
「Scratch（スクラッチ）」を使用してプログラミングを体験していただきます。�

視覚的に分かりやすく、直感的な操作が可能です。�

�

論理的に考えるチカラ�

実現しようとするチカラ�

�

プログラミング体験を通じて、お子様の新たな一面の発見に繋がれば幸いです。�

�

�

ぐんまプログラミング教育推進協議会�

�

テキスト制作：サンダーバード株式会社�
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1.準備�
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インターネットブラウザを開いて、スタート画面へ�

じゅんび�

ひら� がめん�

ぐんまプログラミング教育推進協議会	x	サンダーバード株式会社	



4	

がめん� せつめい�

2.画面の説明�
キャラクターが�

うごくばしょ�

キャラクターや�

�

背景をつくるばしょ�

ゲームをつくるための
パーツ�

パーツをくみあ
わせるばしょ�

はいけい�
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3.ゲームをつくる�

3-1.ゲームをはじめる合図をつくる�
あいず�

「イベント」をクリックすると、

パーツがでてくるよ。�

ここにはいろいろな合図がはいっ

ているよ。�
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3.ゲームをつくる�

3-2.パーツを組み合わせて動きや変化をつける�
く� あ� うご� へんか�

パーツはしっかりくっつけてね。�

つかわなくなったパーツははずし

てね。�

X座標とは横移動のこと、�

�

Y座標とは縦移動のことだよ。�

ざひょう� よこいどう�

ざひょう� たていどう�

X座標�

Y座標�

Xを10ずつ	
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3-3.背景や音をつけてよりゲームらしくする�
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3.ゲームをつくる�
はいけい� おと�
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背景やキャラクターは�

自分でかくこともできるよ。�



3-4.キャラクターを増やし、街や敵をつくる�
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3.ゲームをつくる�
ふ� まち� てき�

キャラクターを増やして、そのキャラク

ターにも合図や動きをつけてみよう。プ

ログラミングしたいキャラクターを選ん

でね。�
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➤衝突判定�

3-5.ゲームの基本となるヒント�

3.ゲームをつくる�
きほん�

敵や自分で描いた壁とぶつかったかどうかは、�

このパーツでつくることができるよ�

しょうとつはんてい�
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➤ビームを打つ�

3-5.ゲームの基本となるヒント�

3.ゲームをつくる�
きほん�

「ビーム」のクローンをつくる

のがポイントだよ。�

敵にぶつかったり、かべにぶつ

かったらクローンを削除するの

も忘れずに。�

ぐんまプログラミング教育推進協議会	x	サンダーバード株式会社	



3-5.ゲームの基本となるヒント�
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3.ゲームをつくる�
きほん�

➤ジャンプする&何かに乗る�

キーボードの十字キーやスペー

スキーを使えるよ。�
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3-5.ゲームの基本となるヒント�
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3.ゲームをつくる�
きほん�

➤質問する・答え合わせをする�

ちょっとむずかしい「変数」

や「リスト」を使うんだ。�
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3-6.なにをつくったらいいか悩んだら�
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3.ゲームをつくる�
なや�

➤シューティングゲーム�

➤サッカーのPKや野球ゲーム�

➤クイズ、なぞなぞゲーム�

わからないことは

近くにいるお兄さ

んやお姉さんに聞

いてみてね。�

3-5.ビームを打つが参考になるよ。�

「もし◯色に触れたら」をじょうずに使おう！�

「もし◯に触れたら」をじょうずに使おう！他

のキャラクターとぶつかったかどうかが分かる

ぞ！�

3-5.質問する・答え合わせするが参考になる

よ。クイズやなぞなぞの問題と答えをつくって

みよう！�
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3-7.大人のためのチャレンジ課題�
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3.ゲームをつくる�
かだい�

➤課題１「十字キーで画面内を動くキャラをつくってみよう」�

➤課題2「跳ねるボールをつくってみよう」�

➤課題3「迷路をつくってみよう」�

ヒント：「もし◯◯キーが押されたら」とXY座標への移動をうまく使おう�

ヒント：地面を描いて、そのスプライトに触れたら…？�

　　　　だんだんバウンドが弱くできたらすごい！�

壁や障害物にぶつかったらゲームオーバーになる迷路をつくってみよう�

ヒント：迷路は背景を手書きして、課題1と組み合わせてつくるよ�
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4.つくったゲームを世界と共有しよう�
せかい� きょうゆう�

世界中のキッズプ
ログラマーがつ

くったゲームで遊
べるよ�

ユーザー登録
はここから�

https://scratch.mit.edu/にアクセスしてね。	

無料のユーザー登録をすることで、	
ゲームの保存や共有ができるようになります。	
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5.なぜ、プログラミング教育は必要なのか�
きょういく� ひつよう�

保護者の皆さまへ�

�

コンピューターは、”プログラミング言語”と呼ばれるいわば“機械語”によって動きます。�

今後、人工知能（AI）やあらゆる電化製品などとインターネットをつなぐ「モノのインターネッ

ト」（IoT）などの発展が見込まれており、政府もこうした「第4次産業革命」への対応を成長戦略

の一環に据えました。�

※2016年10月、安倍首相はある展示会のセレモニーの場でＩｏＴの発展に「必要な改革を躊躇なく断行」していくと挨拶

をしました。�

�

それにはトップレベルの情報人材を育成する必要があり、初等中等教育（小～高校の教育）でプロ

グラミング教育を必修化する方針を打ち出しました。�

�

プログラミングに挑戦することで養われる知能などもありますが、�

それ以上に、この先にある日本や世界の経済や産業において、�

プログラミングは欠かせないものであり、必要となってくる技術です。�

今のうちから経験し、知っておくことで、未来の選択肢が広がることを願っています。�
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